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重力波検出器 LIGO-Virgoによる連星中性子星衝突合体イベント (BNSイベント)であるGW 170817の観測以
降、2019年 4月より始まった観測 O3で電磁波対応天体の観測が期待できる BNSイベントがこれまで数例観測
された。しかし検出された BNSイベントの方向決定精度は約 10000平方度（90% C.L.）と粗く、電磁波対応天
体の同定は困難である。BNSイベントに対して、重力波・電磁波双方の観測で理解を深める重力波天文学の発展
には、電磁波で最も時間的に早く輝くガンマ線バーストを広い視野で待ち受け観測し、測定した方向情報を他の
望遠鏡グループにいち早くアラートする方法が有効である。
我々は重力波天体のＸ線対応天体の検出と、位置・時刻情報の地上速報による重力波天文学への貢献を目指す

超小型衛星計画Kanazawa-SAT3を進めている。この衛星には 2つのミッション機器を搭載する。ひとつは 1次
元コーデッドマスクを用い 15分角の位置決定精度で突発天体を検出するX線撮像検出器T-LEX、もうひとつは
無機シンチレーターによる広視野ガンマ線検出器KGDである。今回、T-LEXフライトモデル候補センサーの性
能評価を系統的に行い、搭載品とスペアの選別を実施するとともに、地上試験におけるT-LEXフライトモデルの
エネルギー下限値を測定した。また、KGDについてプロトフライトモデルの振動試験を実施し、振動による光学
カップリングの劣化が起きていないかを振動前後のスペクトル測定から検証した。本講演では、Kanazawa-SAT3

の科学背景と観測機器のフライトモデルの分光性能評価試験についての結果を報告する。


